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に参加し貴重な経験を積み、知識を培うことができました。
一番に感じたことは、これまでに参加してきたスライドと
口頭だけのお堅い学会発表とはまったくの別物であること
です。いかに見やすく伝わりやすくそして来場者の興味を
惹く出展物を作るかがカギであると感じました。という訳
で、我々は堅苦しくない雰囲気作りとグループの一体感を
作るため、ロゴをプリントした作業着を用意しました。ま
た肝心の展示物は加工機モデルの製作やあえて LED をあし
らい、目を惹く工夫をし、大きな文字の看板を掲げました。
その甲斐があり、非常に多くの方に訪れていただきたくさ
んのプレゼンの機会を得ることができたと感じています。
中でも、企業の方々との意見交換をして、当研究を関心、
評価する言葉をいただいたことで自分がしてきた研究活動
に自信を持つことができました。

電子制御工学科　５年　永長　晃一
セミコンジャパンでの出展を通して最も勉強になったこ

とは人に何かを伝えることの難しさです。自分ではしっか
りと説明できたつもりでも聞き手にはよく伝わっていない
ことや、専門的な言葉を使い過ぎていたことがありました。
また、説明する相手も深い専門知識を持っている方や異な
る分野の方など色々な方がおり、一様な説明では伝わらな
いのだと痛感しました。そのような中で、どのように説明
したらわかってもらえるのか、相手は何を知りたいのか察
しながら説明することは大変貴重な勉強になりました。加
えて、発表の中で聞きに来てくださった多くの方からお褒
めの言葉や厳しい叱咤をいただきよい刺激になりました。
このような経験は研究室に篭っていては得られないと思う
ので、今回セミコンジャパンに参加できたことは自分にとっ
て大きなプラスとなりました。今後人前で発表や説明を行
う機会は多いと思うので、今回の出展で得られた教訓を活
かしてがんばっていきたいと思います。

電子制御工学科　５年　益子　雄行
今回参加させていただいた The 高専＠セミコンでは普段

研究室に籠っているだけでは得ることのできない大変貴重
な体験をさせていただきました。今回はポスターセッショ
ンでしたが、説明といっても全て人に一様に話すのではな
く相手の年齢や知識に合わせて説明を変える必要があり説
明する言葉を細かく変えていきながら話す必要がありまし
た。しかし、自分でも驚いたこと思っていたよりも得意な
ようで楽しんで説明することができ、聞いていった方々に
満足していただけお褒めの言葉をいただくこともできまし
た。その中で、それぞれの分野で活躍される方のさまざま
な視点からの意見、指摘を受け、自分自身でも気づかなかっ
た問題点や改善方法をみつけることが出来、さらに研究を

進めていこうという意欲が湧きました。また、何度も足を
運んでくださり熱心に耳を傾けてくれる企業さんもあり自
分の研究に自信と誇り持つことが出来ました。このような
機会がなければ実際に自分の研究が実用化されたときのこ
とを考えることはなかったと思います。

謝辞
これまで学会発表での研究発表を行ってきましたが、今

回の展示では実際の加工技術を目にすることができ、また
現場の技術者の方々から直接助言をいただき、今後の研究
にとってとても有意義なものとなりました。

最後になりましたが、ご支援・ご指導いただいた株式会
社アドバンテスト様、およびこのような機会を提供してい
ただいた The 高専＠セミコンの関係者の皆様に感謝いたし
ます。
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